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・ブラックバスの産卵床駆除数は昨年 

 よりも少なく、駆除開始後の傾向を見 

 ると（左図）順調に減少しているのが 

 わかります。 

・ブラックバスの稚魚駆除数は現在集 

 計中ですが、多数の稚魚の群れを駆 

 除することができました。 

・ブルーギルの産卵床駆除数は、昨年  

 の1,038箇所を大きく下回り、388箇所 

 でした。 

テナガエビ（上）とスジエビ（下） モツゴやタモロコの稚魚 

H24 バスターズ駆除活動結果報告 
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 今年度のバスターズでは、定置網で多くの小魚やエビ類を観察することができました。これら

の生き物が増えてきたということは、駆除活動の成果のあらわれであり、バス駆除が着実に進

んでいることを意味します。今後もバス・ギルの繁殖抑制を徹底すれば、さらに生き物豊かな伊

豆沼・内沼が戻ってくると思います。 

ご参加いただき、ありがとうございました！ 
これからも、伊豆沼・内沼の自然を一緒に守っていきましょう！ 

 ブラックバス産卵床駆除数  ⇒ 33箇所  （卵26、孵化仔魚7箇所） 

 ブラックバス稚魚駆除数   ⇒ 179群れ （※稚魚数は集計中） 

 ブルーギル産卵床駆除数  ⇒ 388箇所 （卵316、孵化仔魚72箇所） 

 ブルーギル親魚駆除数   ⇒ 750匹 （アイカゴ718匹，人工産卵床32匹） 


